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●土曜日に図書室で自学自習

勉強する子どもたち

英比小学校の児童６７人が６月９日、図書室に集まり、
自分たちで持ち寄った算数、国語の勉強をしました。
分からないところは、ボランティアの教師や地域の人
が教え、休憩を挟んで２時間、子どもたちは集中して
学習しました。
英比小学校の学校支援地域本部が昨年度行ってきた
「週末子ども教室」の進化形として、今年度実施する
土曜教室で、この日開校した「えいび　学びーず」。
休憩時間には、フォークダンスを踊ったり将棋などで
遊んだりして、勉強だけでなく楽しいこともいっぱい。
今後も、月２回程度開催します。

●「ふだんの　くらしの　しあわせ」が大事

講演する原田准教授

「あぐいの『これからの地域福祉』を考えるシンポ
ジウム」が６月３日、勤労福祉センター（エスペラン
ス丸山）でありました。
町社会福祉協議会が企画し、３部構成で行われたシ

ンポジウム。１部は日本福祉大学准教授の原田正樹さ
んの基調講演。原田先生は「これから高齢者は制度だ
けでは支えきれない。地域で福祉を考えていかなけれ
ば」と１５０人の参加者の前で話しました。
２部では町内団体による小地域福祉活動や友愛活動

などの実践例の紹介、３部では近隣市町の関係者を招
いて、協働時代の地域福祉の進め方を語り合いました。
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　阿久比梅栽培組合主催の「梅まつり」が６月１０日、ふれあいの森と周辺梅畑で開かれました。
　梅雨の晴れ間となったこの日、会場には約２,０００人が訪れました。毎年この時期に開かれる、梅の特産化を目
指したＰＲと消費拡大を目的した催しです。
　梅畑での「青梅もぎとり体験」では、お父さんに肩車された子どもが、高い所にあるウメの実に手を伸ばす
姿が多く見られました。採った実をバケツに入れると、笑みがこぼれていました。
　県農村生活アドバイザーによる実演講習会では、「減塩梅干し」の作り方を紹介。「梅干しおこわ」と「梅ジュー
スの寒天寄せ」の試食も、会場の皆さんに大好評でした。
　来場者は、梅を満喫したり公園で遊んだりと、さわやかに晴れ渡った１日を楽しんでいました。

自分で採った実を手にする子ども 減塩梅干しの実演講習をする皆さん


